
審判報告書の流れ （社）香川県サッカー協会　規律・フェアプレー委員会

◎罰則の決定

【（財）日本ｻｯｶｰ協会　基本規定　第207条】
①本協会は都道府県サッカー協会、地域サッカー協会、各種連盟およびJリーグ
　に対して、その所管する加盟団体または選手等に関する懲罰問題を本章の規
　定にしたがって処理し、懲罰を決定・適用する権限を委任する。
②都道府県協会等は、前項に従って懲罰問題を処理するため、それぞれ規律・
　フェアプレー委員会を設置する。

【（社）香川県ｻｯｶｰ協会】
・（社）香川県ｻｯｶｰ協会が主催・主管する大会・リーグには規律委員会を設置する。
・各規律委員会は（財）日本ｻｯｶｰ協会懲罰基準に基づいて罰則案を作成し、
　規律ﾌｪｱﾌﾟﾚｰ委員会の最終決定により、その罰則を適用する。

◎審判報告書と懲罰報告書の流れ

・通告（様式1） 　写しを送付
＊規律委員会メンバーは

　写しを送付 懲罰報告の流れを参照。

【チーム】 【審判員】 【Ａ大会（Ａリーグ）運営担当責任者】 【Ａ大会（Ａリーグ）規律委員会】

・退場者無し 　・審判報告書 ・メンバー表、試合記録、審判報告書 ・審判報告書から懲罰基準に基づいて
・退場者有り 　・重要事項 ＊１年間保管、必要に応じて協会保管 罰則案を決定し懲罰報告を作成する。

・チームに通告を送付する。

　　　・懲罰報告書 懲罰報告確認書
・審判報告書から、なぜ退場処分を受けたかを確認 　・審判報告書 　　　　　　（様式2） （様式3）
・重要事項から、その退場者の具体的な発言・行動を確認 ・重要事項 　　　・審判報告書
・必要に応じて、審判員・退場者に確認 のコピーを送付 　　　　　コピー
審判報告書の作成が重要であり、状況を正確に伝える必要あり

①退場者の有無に関わらず、審判報告書は運営担当責任者が保管（必要に応じて協会保管）する。 【（社）香川県ｻｯｶｰ協会規律ﾌｪｱﾌﾟﾚｰ委員会】
＊保管は原則１年間。
②退場者がある場合は、大会運営責任者が審判報告書（重要事項含む）コピーを大会規律委員会へ送付する。 ・懲罰報告書と審判報告書のコピー
③大会規律委員会は審判報告書コピーと懲罰報告書を香川県ｻｯｶｰ協会規律ﾌｪｱﾌﾟﾚｰ委員会へ送付する。 から罰則を最終決定する。
④大会規律委員会は懲罰確認書を受理後、当該チームへ通告を送付する（大会運営責任者、種別委員会事務局 ・懲罰報告確認書を作成して送付する。
へ写しを送付する）。

種別委員会事務局


